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①
次
の
道
路
標
識
が
あ
る
場
合
。

②
13
歳
未
満
の
子
ど
も
、
70
歳
以
上
の
高
齢

者
、
体
の
不
自
由
な
方
が
運
転
し
て
い
る

場
合
。

③
道
路
工
事
や
駐
車
車
両
に
よ
り
、
車
道
を

走
行
で
き
な
い
場
合
。

　

た
だ
し
、
歩
道
を
走
行
す
る
と
き
も
、
同

じ
歩
道
を
通
行
す
る
歩
行
者
に
十
分
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
は
歩
道
を

走
行
し
て
い
た
自
転
車
と
歩
行
者
が
衝
突
し
、

歩
行
者
が
死
亡
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

交通安全教室（足寄小学校）

交通安全指導員による街頭指導

自転車及び歩行者
専用標識

春は新入学・進学の季節です。

子どもたちが安心して登下校できることは

みんなの願いです。

交通事故や犯罪に巻き込まれないために、

家族みんなで交通・防犯対策を心掛けましょう。

わが家の交通・防犯対策

新
入
学
生
の
交
通
安
全

子
ど
も
の
防
犯
対
策

い
か　

行
か
な
い

　
　

知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な

い

の　
　

乗
ら
な
い

　
　

知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
ら
な
い

お　
　

大
声
を
出
す

　
　

「
助
け
て
」
と
大
き
な
声
を
だ

す

す　
　

す
ぐ
に
逃
げ
る

　
　

怖
か
っ
た
ら
、
大
人
の
い
る
方

に
す
ぐ
に
逃
げ
る

し　
　

知
ら
せ
る

　
　

ど
ん
な
人
が
何
を
し
た
か
家
の

人
に
知
ら
せ
る

　

４
月
か
ら
は
新
入
学
生
に
な
り
一
人
で
の

通
学
や
進
学
に
よ
っ
て
通
学
路
が
変
わ
る
お

子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
慣

れ
な
い
道
で
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
な
認
識
で

通
っ
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
信
号
機
・
横
断
歩
道
・
標
識
の
意
味
を
理

解
す
る

　

小
学
校
に
入
学
し
て
、
一
人
で
通
学
す
る

お
子
さ
ん
の
中
に
は
、
初
め
て
横
断
歩
道
、

信
号
機
を
使
う
お
子
さ
ん
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
大
人
は
当
然
知
っ
て
い
る
交
通
標
識

も
、
初
め
て
見
る
お
子
さ
ん
に
は
未
知
の
も

の
で
す
。「
信
号
機
の
赤
は
止
ま
れ
、
青
は

進
め
」「
道
路
を
渡
る
と
き
は
、
必
ず
横
断

歩
道
を
使
う
」
な
ど
、
事
前
に
必
要
な
知
識

を
教
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
安
全
に
通
学
す
る
た
め
に

　

道
路
を
通
行
す
る
時
は
歩
道
を
使
い
、
歩

道
が
な
い
場
合
は
道
路
の
端
に
寄
っ
て
歩
く

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
歩
道
の

な
い
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
走
行
し
て
い
る

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
と
の
距
離
が
近
く
な

り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
認
知
さ
れ
や
す

・
安
全
の
た
め
に
事
前
に
点
検
す
る

　

構
造
上
、
体
を
保
護
す
る
部
分
の
少
な
い

自
転
車
は
、
転
倒
時
に
思
わ
ぬ
け
が
を
負
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
が

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ペ

ダ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
、
ラ
イ
ト
な
ど
の
整
備
不

良
も
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
使
用

す
る
前
に
は
、
不
具
合
が
な
い
か
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

点
検
箇
所

①
ブ
レ
ー
キ

：

き
き
具
合
と
左
右
の
ブ
レ
ー

キ
の
違
い

②
タ
イ
ヤ

：

空
気
圧
や
傷
、
減
り

③
ハ
ン
ド
ル

：

曲
が
り
や
ゆ
が
み

④
車
体

：

サ
ド
ル
の
高
さ
、
チ
ェ
ー
ン
の
緩

み
、
ラ
イ
ト
の
点
灯
状
態
、
反
射
材
の
汚

れ
⑤
ベ
ル

：

音
、
作
動
状
況

・
自
転
車
は
軽
車
両
で
す

　

自
転
車
は
比
較
的
簡
単
に
運
転
が
で
き
る

手
軽
な
乗
り
物
で
す
が
、
あ
く
ま
で
道
路
交

通
法
上
で
「
軽
車
両
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
走
行
に
は
、
歩
道
で
は
な
く
車
道
・
歩

行
者
用
以
外
の
路
側
帯
の
左
側
を
走
行
す
る

の
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
歩

道
を
走
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
う
に
目
立
つ
色
の
服
や
反
射
材
を
身
に

付
け
さ
せ
る
な
ど
、
事
故
に
遭
わ
な
い
工
夫

を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
学
期

が
始
ま
る
前
に
お
子
さ
ん
と
通
学
路
を
一
緒

に
歩
き
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
の
も

効
果
的
で
す
。

・
交
通
安
全
指
導
員
の
指
示
に
従
う

　

お
子
さ
ん
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
「
交

通
安
全
指
導
員
」
が
毎
月
２
回
（
８
月
、
１

月
は
除
く
）
制
服
姿
で
市
街
地
の
通
学
路
に

立
ち
交
通
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
に
は
交
通
安
全
指
導
員
の
指
示
を
よ
く
聞

い
て
通
学
す
る
よ
う
家
庭
で
の
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

心
も
体
も
ま
だ
発
達
途
中
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
は
、
大
人
と
比
べ
て
犯
罪
者
に
抵
抗
す

る
力
も
知
識
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

全
国
各
地
で
子
ど
も
を
狙
っ
た
誘
拐
な
ど
の

凶
悪
事
件
も
発
生
し
て
い
る
中
、
普
段
か
ら

子
ど
も
に
防
犯
手
段
を
身
に
付
け
さ
せ
て
お

く
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

・
周
囲
の
大
人
に
知
ら
せ
る

　

子
ど
も
が
不
審
者
と
接
触
し
、
怖
い
と
感

じ
た
時
な
ど
に
「
助
け
て
」
と
大
声
を
出
し

て
、
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
教
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
販
し
て
い
る
ホ
イ
ッ
ス
ル
や
携

帯
用
の
防
犯
ブ
ザ
ー
等
も
大
変
有
効
で
す
（
ブ

ザ
ー
等
は
電
池
の
確
認
が
必
要
で
す
）。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
防
犯
グ
ッ
ズ
を
持
た
せ
る
場

合
、
む
や
み
に
使
わ
ず
、
緊
急
時
に
の
み
使

う
よ
う
事
前
に
教
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

す
。

・「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
活
用

　

町
内
の
指
定
箇
所
に
は
「
子
ど
も
１
１
０

番
」
の
の
ぼ
り
が
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子

ど
も
に
「
何
か
あ
っ
た
ら
の
ぼ
り
の
立
っ
て

い
る
建
物
に
入
る
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
市
街
地
区

内
に
お
け
る
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
マ

ッ
プ
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
町
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
マ
ッ
プ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
を
交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
に
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
見
守
る
と
共
に
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
大
切
で
す
。
日
頃

か
ら
子
ど
も
の
話
し
に
耳
を
傾
け
、
何
で
も

話
し
合
え
る
関
係
を
築
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
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・
自
転
車
の
交
通
安
全

　

気
温
が
上
が
り
、
雪
が
融
け
れ
ば
、
お
子

さ
ん
が
自
転
車
に
乗
る
機
会
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な
移
動
手
段
で
あ

る
自
転
車
も
、
誤
っ
た
使
い
方
を
す
れ
ば
け

が
を
し
た
り
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
と
危

険
な
乗
り
物
に
な
り
ま
す
。
自
転
車
を
安
全

に
運
転
す
る
知
識
を
身
に
付
け
て
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
際
は
、
学
校
等
で

決
め
ら
れ
た
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

覚
え
て
お
こ
う
！

い
か
の
お
す
し
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無事故を願う

　ふるさと足寄１００年塾「学遊校」の体験

講座が町民センターで開催され、学遊会（遠

藤総一会長）の会員48人が参加しました。体

験講座では本町出身の「田舎のマジシャン

KATO」こと加藤光幸さ
んを招いてマジック

ショーが披露され、次々に繰り広げられる手

品に歓声と拍手が沸き起こりました。

楽しく学ぶ

上手に滑れるように
　ジュニアスキー教室（町教育委員会主催）

が里見が丘スキー場で開催され、小・中学生

50人が参加しました。子どもたちはグループ

に分かれ、町スキー連盟（白沢嗣栄会長）の

指導員から「転ぶことを恐れない。視線は前

方を意識して」などと指導を受けながら、ス

キーの基礎や上級テクニックを学びました。

健闘を誓う！
　第38回全国中学校スピードスケート大会（２

月３日～６日、長野県）に出場する足寄中学

校（長江教貴校長）スケート部の部員らが町長

室を訪れ、安久津勝彦町長に全国大会での健

闘を誓いました。選手たちはそれぞれ、全国

大会に向けての熱い思いを力強く語りました。

　今年１年の無事故を祈願する交通安全祈願

祭（町交通安全協会主催・斉須元長会長）が

足寄神社で行われ、安久津勝彦町長や同協会

会員ら45人が参列しました。斉須会長が「今

後も家庭や地域、学校などで交通事故防止の

気運を盛り上げ、町民一丸となって推進する

ことを誓います」と決意表明をしました。

1/16

1/29

1/31

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

記念「冠」事業を募集します
平成３０年　足寄町は開町１１０年を迎えます

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~ 対　　象　　　平成30年４月１日から平成31年３月31日までの期間に実施する事業で、次の

いずれかに該当しないもの

　　　　　　１．足寄町の信用や品位を損なう、又は損なうおそれのある事業

　　　　　　２．法令又は公序良俗に反する、又は反するおそれがある事業

　　　　　　３．特定の政治、思想、宗教団体等の活動を目的とする、又はそのおそれがあ

る事業

　　　　　　４．営利を目的とし、又はその恐れがある事業

支援内容　　○「開町１１０年記念」の冠の使用

　　　　　　○広報あしょろ等での掲載

申込方法　　　原則として、冠称の使用する日の30日前までに「足寄町開町１１０年記念 

冠事業様式」に記入の上、書類（パンフレット、チラシ、企画書等）を添えて

役場総務課企画財政室に直接お持ちいただくか、次の方法で申し込みください。

　　　　　　◇郵　　送　〒０８９－３７９７　足寄郡足寄町北１条４丁目４８番地１

　　　　　　　　　　　　足寄町役場総務課企画財政室　宛て

　　　　　　◇Ｆ Ａ Ｘ　０１５６－２５-２４８８

　　　　　　◇Ｅメール　kikaku@town.ashoro.hokkaido.jp

※申請書は町ホームページに掲載していますが、必要事項（主催者名・事業名・実

施月日・開催場所・事業の概要）が記載されていれば任意の様式でも構いません。

※申請された事業等については内容を審査し、後日承認の可否をお知らせします。

　本町は、明治41年４月１日に足寄外３カ村戸長役場が開町された年を開町の起源と

して、今年、開町１１０年という記念すべき年を迎えます。

　今日の本町は、広大で厳しい自然の中で多くの苦労や喜びの日々を重ねてきた先人た

ちの偉大な努力で築かれてきました。先人たちの偉業に感謝を捧げるとともに、本町の

発展を期し、この節目の年を町民の皆さんと祝うため、町民、各種団体、企業などの皆

さんが実施しているイベントや事業において「開町１１０年記念」の冠称などを使用し

て、開町１１０年を一緒に盛り上げていただける事業を募集しています。

○開町１１０年記念式典（予定）

　　　日時：平成30年11月18日㈰
　　　場所：足寄町民センター

　ご応募いただいた冠事業や各種特別事業などについては、今後

　「広報あしょろ」で随時掲載していく予定です。

詳細・問い合わせ先　　役場総務課企画財政室　　☎２５－２１４１　内線３１１
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鬼は外！福は内！
　認定こども園どんぐり（佐竹桃代園長）で

節分の豆まきが行われました。園児たちは金

棒を持って向かってくる鬼に「鬼は外、福は

内」と大きな声を出しながら、一生懸命豆を

投げていました。中には鬼が怖くて泣いてし

まう子もいましたが、最後には全員で鬼を追

い払いました。

声援を力に変えて
　第62回町民スケート大会（町主催）が里見

が丘スケートリンクで開催され、幼児から一

般まで１９３人が出場しました。１００ｍか

ら１６００ｍリレーまでの21種目が行われ、

力いっぱい滑走する選手に、リンクサイドに

詰め掛けた保護者らから大きな声援が飛んで

いました。

2/2

2/3

2/3冬の夜空を照らす
　「ウッドキャンドルナイト２０１８」があ

しょろ銀河ホール21前広場で行われ、町内外

から約８００人が訪れました。会場には、カ

ラマツの林地残材を活用したウッドキャンド

ルや１０００個ものアイスキャンドルが飾ら

れ冬の夜空を照らした他、足寄もちつき隊に

よるお餅などが振る舞われました。

　第57回全十勝小中学校選抜スピードスケー

ト選手権大会（実行委員会ほか主催）が里見

が丘スケートリンクで開かれ、十勝管内から

予選を勝ち抜いた６５０人の選手が出場しま

した。日頃の練習の成果を発揮しようと、懸

命に滑走する選手たちに、応援に駆け付けた

家族らから大きな声援が送られていました。

オリンピックを目指して 2/11

2/15

冬のオンネトーを満喫する

　医療介護連携研修会が役場消防庁舎で開催

され、医療や介護等に従事する職員ら66人が

参加しました。「在宅で看取るということ」

をテーマに、医療法人社団三意会の池田千鶴

理事長や、在宅で看取りを経験した家族らか

ら講演があった他、グループワークでは終末

期の迎え方について意見交換が行われました。

看取りについて考える

力作が揃う
　「旭町ふれあいプラザ作品展」が町民セン

ターロビーで開催されました。会場には、同

プラザで活動する町陶芸木彫クラブの会員17

人が製作したコーヒーカップや花瓶、雛人形

などの陶芸作品、木彫りではお盆やコースタ

ーなどが多数展示され、会場に訪れた人の目

を楽しませていました。

１年間を振り返って
　「すすめ！あしょろ☆冒険王」（町教育委

員会ほか主催）の冒険終了式がネイパル足寄

で開催され、登録する町内の小学生38人が参

加しました。式では、子どもたちの１年間の

活動を称え、参加回数に応じて金・銀・銅の

メダルが贈られ、子どもたちは笑顔いっぱい

に受け取っていました。

　雌阿寒スキーハイキング＆スノーシュート

レッキングが行われ、約60人が参加しました。

往復４．７㎞のスノーシューコースには、39

人が参加。参加者は雪の帽子をかぶったアカ

エゾマツ純林を散策したり、氷結したオンネ

トーの湖面を歩いたりするなど、白銀の世界

を満喫していました。

2/11

2/18

2/22

写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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募
集
し
ま
す

お

知

ら

せ

町
民
セ
ン
タ
ー
第
一
期
工
事
が
終
了
し
ま
す

臨
時
図
書
室
を
終
了
し
ま
す

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す

　

昨
年
６
月
に
始
ま
り
ま
し
た
町
民
セ
ン
タ

ー
改
修
工
事
は
、
本
年
度
に
予
定
し
て
い
た

工
事
を
お
お
む
ね
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
た
に
図
書
館
と
な
る
町
民

セ
ン
タ
ー
２
階
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
工
事
を
中

心
に
、
生
活
実
習
室
や
第
1
・
２
会
議
室
の

移
設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
図
書
館
部

分
は
、
内
装
工
事
を
ほ
ぼ
終
え
、
書
棚
等
も

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
や
夜
間
・
土

日
の
受
付
・
利
用
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う

正
面
入
り
口
付
近
を
改
修
し
、新
た
に
警
備
員

室
を
設
け
た
他
、
催
物
案
内
板
を
電
光
掲
示

に
変
更
し
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
た
め
に
閉
鎖

し
た
、
町
図
書
室
の
代
替
え
と
し
て
開
設
し

て
い
ま
し
た
臨
時
図
書
室
は
、
３
月
31
日
を

も
ち
ま
し
て
終
了
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
に
開
設
し

ま
し
た
臨
時
図
書
室
は
、
手
狭
な
ス
ペ
ー
ス

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
部
屋

を
含
め
た
改
修
工
事
の
た
め
、
閉
鎖
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
11
月
の
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
１
階
事
務
所
前
に
お
い
て
、
新
刊
本
の

貸
出
、
返
却
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
「
図
書
室
だ
よ
り
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
児
童
館
の
図
書
室
分
室
で
の
貸

出
、
返
却
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
児
童
館
分
室
の
利
用
時
間
の
ご
案
内

開
館
日　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

　
　
　
　

※
祝
日
を
除
く

時
　
間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
４
月
以
降
は
正
午
か
ら
１
時
間

は
休
館
と
な
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
す
く
す
く
」
会
員

　

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
マ
マ
、

パ
パ
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、
子
ど
も
の

健
康
の
こ
と
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
マ
マ
、
パ
パ
を
応
援
す
る
、

子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会
「
す
く
す

く
」
で
は
、
平
成
30
年
度
の
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

会
で
は
、
５
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎
月
１

回
、
子
育
て
に
関
す
る
講
話
や
離
乳
食
の
調

理
実
習
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
会
員
募
集
の
詳

細
は
、
子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
行
っ
て
い
る
ロ

ビ
ー
展
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
に
伴

い
、
５
月
か
ら
10
月
末
日
ま
で
開
催
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
11
月
以
降
に
出
展
を
希
望
さ

れ
る
方
や
開
催
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
担
当

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事
が
ス
タ
ー
ト

　

来
年
度
は
、
第
二
期
工
事
と
し
て
、
多
目

的
ホ
ー
ル
の
照
明
設
備
の
改
修
や
冷
房
設
備

等
の
設
置
、
多
目
的
ホ
ー
ル
前
ト
イ
レ
の
改

修
や
２
階
ト
イ
レ
の
移
設
、
和
室
の
改
修
な

ど
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
関
係
で
は
、
談
話
室
な
ど
の
共
用

部
分
を
中
心
と
し
た
整
備
工
事
、
書
籍
の
購

入
や
整
理
、
各
種
備
品
の
配
置
な
ど
を
進
め

オ
ー
プ
ン
に
備
え
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
事
業
等
で
利
用

さ
れ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
改
修
工
事
に
よ

り
５
月
の
連
休
明
け
か
ら
10
月
末
日
ま
で
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
例
年
そ
の
期

間
内
で
多
目
的
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
た
各

種
事
業
は
、
会
場
等
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、事
業
の
主
催
者
等
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

閉
鎖
期
間
な
ど
の
詳
細
は
自
治
会
回
覧
等
で

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

来
年
度
も
、
か
な
り
の
部
分
で
使
用
制
限

が
か
か
る
見
通
し
で
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
館
オ
ー
プ
ン
、
多
目
的
ホ
ー

ル
等
の
利
用
再
開
は
、
11
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８
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博
物
館
が
20
周
年
を
迎
え
ま
す

　

足
寄
動
物
化
石
博
物
館
は
、
１
９
９
８
年

の
開
館
か
ら
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
来
年
度

は
、
記
念
行
事
や
展
示
標
本
の
新
設
・
更
新

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
今
後
の
「
博

物
館
だ
よ
り
」
各
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
予
定

・
記
念
講
演
会　

８
月
５
日
㈰

・
骨
格
新
設　

２
体

・
更
新
す
る
骨
格

ア
シ
ョ
ロ
ア
と
ベ
ヘ
モ
ト
プ
ス
を
「
束
柱

類
は
陸
を
歩
く
生
活
を
し
な
か
っ
た
」
と

い
う
足
寄
発
の
新
説
に
従
い
、
泳
い
で
い

る
骨
格
に
変
更
し
ま
す
。

詳
　
細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
41
回
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

町
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
４
８
２
点
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
３
月
10

日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
小
学
１
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

佐
藤
琉
之
介　

　

優

秀

賞　

髙
橋　

詩
音

　

入
　
　
選　

斉
須　

望
未　

人
見　

仁
菜

　
　
　
　
　
　

森
山　

俐
望

◎
小
学
２
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

佐
藤　

里
奈　

　

優

秀

賞　

柴
田　

結
叶

　

入
　
　
選　

佐
藤　

結
心　

安
原　

大
翔

　
　
　
　
　
　

長
江　

陽
南

◎
小
学
３
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

佐
藤　

美
羽

　

優

秀

賞　

石
田　

柊
哉　

木
村　
　

光

　

入
　
　
選　

王
塚　

蒼
空　

沼
田　

悠
子

　
　
　
　
　
　

安
藤　

悠
太　

宍
戸　

悠
楠

◎
小
学
４
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

佐
藤　

龍
心

　

優

秀

賞　

大
山
口
皓
太　

竹
本　

羽
希

　

入
　
　
選　

阿
彦　

遙
姫　

人
見　

茂
仁

　
　
　
　
　
　

小
林　

彩
月　

山
下　

潤
都

◎
小
学
５
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

向
井　

友
渚

　

優

秀

賞　

木
村
那
々
美　

白
澤　

叶
羽

　

入
　
　
選　

長
田　

蒼
子　

川
﨑　

知
奈

　
　
　
　
　
　

盛
合　

綾
乃　

森
山　
　

学

◎
小
学
６
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

沼
田　

莉
子

　

優

秀

賞　

平
川　

菜
　々

南　
　

愛
音

　

入
　
　
選　

荒
井　

瑠
維　

人
見
紗
有
里

　
　
　
　
　
　

米
根　

果
歩　

山
根　

遥
奈

◎
中
学
１
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

蓑
島　
　

望

　

優

秀

賞　

野
崎　
　

泉

　

入
　
　
選　


村　
　

凜　

池
田　

詩
織

　
　
　
　
　
　

川
﨑　

愛
心

◎
中
学
２
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

清
水　

眞
尋

　

優

秀

賞　

刈
屋　

夏
美

　

入
　
　
選　

餌
取　

真
優　

矢
野　

京
花

　
　
　
　
　
　

藁
谷　

桃
花

◎
中
学
３
年
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

大
嶌　

裕
貴

　

優

秀

賞　

青
木　

梨
奈

　

入
　
　
選　

永
井
さ
や
か　

蓑
島　
　

綾

　
　
　
　
　
　

玉
置　

七
海

�

※
敬
称
略

新

刊

案

内

●
一
般
書

第
１
５
８
回
芥
川
賞
受
賞
作

百
年
泥�

石
井　

遊
佳

ア
ナ
ロ
グ�

ビ
ー
ト
た
け
し

刑
事
の
怒
り�

薬
丸　
　

岳

九
十
八
歳
に
な
っ
た
私�

橋
本　
　

治

モ
モ
コ
と
う
さ
ぎ�

大
島
真
寿
美

玄
鳥
さ
り
て�

葉
室　
　

麟

春
待
ち
雑
貨
店
ぷ
ら
ん
た
ん�

岡
崎　

琢
磨

嘘

－

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｌ
ｉ
ｅ
ｓ

－�

村
山
由
佳

オ
ン
ナ
の
奥
義

－

無
敵
の
オ
バ
サ
ン
に
な
る

た
め
の
33
の
扉

－�

大
石
静
・
阿
川
佐
和
子

チ
ュ
ベ
ロ
ー
ズ
で
待
っ
て
る
　
Ａ
Ｇ
Ｅ
22

�

加
藤
シ
ゲ
ア
キ

読
み
聞
か
せ

●「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
３
月
７
日
㈬
　
４
月
４
日
㈬

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
３
月
24
日
㈯

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

お
し
ら
せ

　

昭
和
61
年
以
来
、
32
年
間
に
わ
た
り
親
し

ま
れ
て
き
た
図
書
室
事
業
の
「
ブ
レ
ー
メ
ン

の
お
は
な
し
会
」（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
は
、

３
月
17
日
の
開
催
を
も
ち
ま
し
て
最
終
回
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は
な
し
会
」
は
、
幼

児
や
小
学
生
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
他
、
工
作
な
ど
の
体
験
活
動
を
月
１
回

の
割
合
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
長
年
に
わ
た
り
講
師
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
新
津
眞
理
子
さ

ん

に
は
、
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
大
き
く
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
の
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は
な
し
会
」

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
３
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

会
　
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

詳
　
細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
入
学
お
め
で
と
う

動
物
化
石
博
物
館
情
報

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー

　

平
成
30
年
度
新
た
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
は
、
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
46
人
で
す
。

　

新
１
年
生
の
ご
家
庭
に
は
、
入
学
通
知
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
不
明
な
点
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
30
年
２
月
末
日
現
在
・
敬
称
略
）

足
寄
小
学
校
（
38
人
）

　

秋　

山　
　
　

翼　
　

五
十
嵐　

忠　

勝

　

伊　

藤　

銀　

士　
　

岡　

本　
　
　

樹

　

小　

林　

莞　

大　
　

高　

橋　

広　

宇

　

千　

代　

巧　

真　
　

　

田　

蒼　

太

　

長　

江　

湊　

司　
　

長
谷
川　

碧　

羽

　

早　

弓　

英　

汰　
　

平　

間　

優　

志

　

福　

田　

剛　

士　
　

三　

輪　

晃　

聖

　

渡　

辺　

浩　

輝

　

安　

藤　

凜　

佳　
　

猪　

股　

菜
々
海

　

岩　

崎　

心　

美　
　

及　

川　

千　

夏

　

大　

川　

莉　

奈　
　

大　

竹　

優　

菜

　

笠　

原　
　
　

周　
　

木　

村　

沙　

和

　

齊　

木　

優　

花　
　

清　

水　

花　

梨

　

鈴　

木　

優　

心　
　

須　

田　

み
な
実

　

滝　

沢　

凉　

菜　
　

新　

津　

愛
衣
羅

　

人　

見　

千　

結　
　

二　

上　

真　

子

　

堀　
　
　

夏　

綺　
　

真　

鍋　

早　

苗

　

宮　

下　
　
　

菫　
　

森　
　
　

陽
菜
乃

　

森　

内　

杏　

実　
　

森　

田　

梨　

緒

　

渡　

邊　

心　

晴

　
螺
湾
小
学
校
（
２
人
）

　

阿　

部　

実　

結　
　

沼　

田　

杏　

子

大
誉
地
小
学
校
（
２
人
）

　

兼　

古　

恵　

汰　
　

山　

﨑　

來　

未

芽
登
小
学
校
（
４
人
）

　

北　

野　

丈　

地　
　

松　

山　

晄
太
朗

　

阿　

彦　

柚　

希　
　

伊　

藤　

希　

空

お
知
ら
せ

　

教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
を
対
象

に
、
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
限
り
、

就
学
指
定
校
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育

総
務
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

教
育
総
務
室�

☎
25

－

３
１
８
８

学
校
教
育
関
係

３
月
15
日
㈭

　

足
寄
中
学
校
卒
業
式

３
月
23
日
㈮

　

町
内
小
学
校
卒
業
式

　

足
寄
中
学
校
修
了
式

　

足
寄
高
等
学
校
修
了
式

４
月
８
日
㈰

　

町
内
小
・
中
学
校
入
学
式

　

足
寄
高
等
学
校
入
学
式

児
童
福
祉
施
設
関
係

３
月
22
日
㈭

　

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
卒
園
式

　

へ
き
地
保
育
所
卒
園
式

４
月
２
日
㈪

　

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
入
園
式

　

へ
き
地
保
育
所
入
園
式

　

学
童
保
育
所
入
所
式

生
涯
学
習
関
連
事
業

３
月
17
日
㈯
～
29
日
㈭

　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
展
」

３
月
20
日
㈫

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

いよいよ最終回、お楽しみに
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苦難や困難を乗り越えた先の達成感を
感じてほしいと語る立石コーチ

小学生らにウオーミングアップを指導する
池田コーチ

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
コ
ー
チ
を
招
い
て

４
月
か
ら
小
学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
の

乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
「
乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費
受
給
者
証
（
以
下
『
受
給
者
証
』

と
い
い
ま
す
）」
は
、
３
月
末
を
も
っ
て
有

効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
者

証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

■
新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

新
し
い
受
給
者
証
は
３
月
末
ま
で
に
各
家

◆
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

国
民
年
金
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳
以

上
で
あ
れ
ば
、
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）
や
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）
に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

◆
申
請
方
法
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
度

に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、

来
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に
は
、

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ

た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
来
年
度
の
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付

は
不
要
で
す
）。

　

な
お
、
来
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を

利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
の

で
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
課
戸
籍

年
金
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－
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－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

庭
に
郵
送
し
ま
す
。
現
在

お
持
ち
の
受
給
者
証
は
返

還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
４
月
以
降
に
各
自

で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
の
助
成
内
容
と

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

小
学
生
に
な
る
と
住
民

税
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て

助
成
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
助
成
方
法
も
下
記

の
表
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
。

　

受
給
者
証
と
同
封
の
通

知
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

現
物
給
付

：

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

償
還
払
い

：

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
医
療

費
の
３
割
を
自
己
負
担
し
、
役
場
に
申
請
す

る
と
後
日
助
成
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
印
鑑
、

通
帳
、
健
康
保
険
証
、
領
収
書
な
ど
が
必
要

で
す
）。

詳　

細

　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
８

受給者証
の色

医療費の助成方法（医療機関の所在地による）

入　院 通　院

水色
【十勝管内】現物給付
【十勝管外】償還払い

【足寄町内】現物給付
【足寄町外】償還払い

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

�

災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て

　

学
校
や
保
育
園
管
理
下
で
の
事
故
・

疾
病
の
場
合
は
給
付
契
約
を
結
ん
で
い

る
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」

の
災
害
共
済
給
付
が
優
先
し
て
適
用
さ

れ
る
た
め
、
受
給
者
証
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
を
助
成
し
た
後
に
、
災
害
共

済
給
付
の
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
、
町

が
助
成
し
た
分
を
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

＜所得の目安＞

１１８万円

＋

{ 扶養親族等の数 ×　38万円 }

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
、
里
見
が

丘
公
園
自
由
広
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

新
築
工
事
が
終
了
し
、
新
し
く
「
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
」
と
名
称
を
変
え
、
１

月
に
行
わ
れ
た
ス
ケ
ー
ト
大
会
か
ら

本
格
的
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

新
し
く
な
っ
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、

カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
用
し
た
木
造
２
階

建
て
で
、
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施

　

２
月
23
日
、
足
寄
中
学
校
で
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

事
業
と
し
て
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
で
、
同
球

団
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
ア
カ
デ

ミ
ー
グ
ル
ー
プ
の
立
石
尚
行
コ
ー
チ
を
招
き

講
演
会
が
行
わ
れ
、
同
校
の
部
活
動
に
加
入

す
る
生
徒
ら
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
夢
の
継
続
」
と
題
し
、
夢
か
ら
目
標
・

目
的
に
変
え
る
た
め
に
は
自
分
で
課
題
を
見

つ
け
練
習
す
る
こ
と
、
周
り
の
た
め
に
動
く

こ
と
が
チ
ー
ム
の
強
化
に
繋
が
る
な
ど
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
話
さ
れ
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
24
日
に
は
、
立
石
コ
ー
チ
と
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
で
同
球
団
の
池
田
剛
基
コ

ー
チ
を
招
き
、
第
24
回
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
会
（
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
）

が
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
す
る
小
学
生
や
指
導

者
ら
96
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ケ
ガ
を
し
な

い
た
め
に
屈
伸
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
し

て
体
を
温
め
る
効
果
的
な
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
方
法
が
指
導
さ
れ
た
他
、
両
コ
ー
チ
も

参
加
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
リ
レ
ー
や
綱
引
き
な
ど
で
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

設
は
冬
季
の
ス
ケ
ー
ト
利
用
者
の
他
、

夏
季
の
利
用
も
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

利
用
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

総
合
体
育
館

�

☎
25

－

３
１
９
１ １階２階　放送室

里見が丘

レストハウスが完成
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
64
回

「
も
っ
た
い
な
い
」「
ま
だ
使
え
る
」

～
エ
コ
で
お
得
な
「
リ
ユ
ー
ス
」
を

�

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

３
月
は
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
な

に
か
と
忙
し
い
時
季
で
す
が
「
引
越
し
先
の

住
ま
い
に
合
わ
な
い
」「
新
製
品
に
買
い
替

え
た
」「
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
」
な

ど
の
理
由
で
、
ま
だ
十
分
使
え
る
家
電
製
品

や
家
具
、
衣
類
な
ど
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
「
も
っ
た
い
な
い
」「
ま
だ
使
え
る
」

物
に
つ
い
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
「
リ
ユ
ー

ス
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

：

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
の
違
い
は
？

Ａ

：

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
、
廃
棄
物
か
ら
ま

だ
使
え
る
部
分
を
取
り
出
し
て
再
資
源
化
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
再
資
源
化
す
る
た
め

に
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
物
が
生

じ
て
自
然
環
境
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
「
リ
ユ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ

ｓ
ｅ
）」
は
「
繰
り
返
し
使
う
」「
再
使
用
す

る
」
と
い
う
意
味
で
、
ま
だ
使
え
る
不
用
品

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
使
用
す
る
の
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
や
排
出
物
を
抑
え
て
よ
り

環
境
に
や
さ
し
く
な
り
ま
す
。

〈
例
〉

・
リ
サ
イ
ク
ル
→
使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
処
理
し
て
合
成
樹
脂
を
再
生
し
、
そ

れ
を
材
料
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
合
成
樹
脂

製
品
や
新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
製
造
す
る
。

・
リ
ユ
ー
ス
→
中
古
自
動
車
や
古
本
な
ど
の

流
通
。

Ｑ

：

リ
ユ
ー
ス
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
？

Ａ

：

リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ

　

「
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、
古
物
営

業
法
に
基
づ
い
て
中
古
品
な
ど
の
買
取
り
・

販
売
を
行
う
事
業
者
（
古
物
商
）
で
「
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
買
取
り
は
、
店
頭
で
の
買
い
取
り

の
他
、
自
宅
へ
の
出
張
買
取
り
・
宅
配
買
取

り
（
宅
配
便
を
利
用
し
た
買
い
取
り
）
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
古
物
商
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
こ
と
を
、
分
か
り

や
す
く
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

個
人
間
で
取
引
す
る
方
法
で
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
店
頭
で
取
引
す
る
よ
り
高
値
で
売
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
売
買
す
る
双
方
が

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
フ
リ
マ
）
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
で
も
行
え
ま
す
が
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
で

開
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
主
催
者
な
ど
に
申

し
込
ん
で
仮
店
を
出
し
て
売
り
た
い
品
を
並

べ
、
買
い
手
を
見
つ
け
る
方
法
で
す
。
基
本

的
に
は
個
人
間
で
の
売
買
と
な
り
、
売
上
代

金
は
自
分
の
も
と
に
入
り
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
は
、
学
校
な
ど
の
資
金
集
め
や
慈

善
事
業
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
不
用
品
を
持

ち
寄
っ
て
販
売
し
、
販
売
で
得
た
お
金
を
寄

付
す
る
も
の
で
す
。
自
分
自
身
に
お
金
は
入

り
ま
せ
ん
が
、
不
用
品
を
提
供
す
る
だ
け
で
、

自
分
が
出
店
料
な
ど
の
費
用
を
か
け
ず
に
不

用
品
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】「
押
し
買
い
」
に
注
意
！

　

「
押
し
買
い
」
は
、
電
話
勧
誘
で
「
不
用
4

4

品4

を
買
い
取
り
た
い
」
な
ど
と
言
っ
て
訪
問

の
約
束
を
さ
せ
、
実
は
不
用
品
で
は
な
い

4

4

4

4

貴

金
属
や
価
値
の
あ
る
着
物
な
ど
を
強
引
に
安

値
で
買
い
取
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
規
制
に
反
す
る
行
為
を
行
う

業
者
が
あ
れ
ば
悪
質
業
者
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

買
取
り
業
者
に
対
す
る
規
制

・
い
き
な
り
訪
問
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
勧
誘
を
拒
否
し
た
消
費
者
に
対
し
て
再
勧

誘
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
買
い
取
り
時
に
書
面
交
付
す
る
こ
と
。

・
書
面
交
付
か
ら
８
日
以
内
は
、
買
い
取
ら

れ
た
品
物
を
業
者
に
引
き
渡
さ
な
く
て
も

良
い
こ
と
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
取
引
の
途
中

で
も
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
も

し
悪
質
商
法
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
消
費

生
活
相
談
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

�

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当　
　

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
５

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

学
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

宿
泊
し
た
ネ
イ
パ
ル
足
寄
で
、
男
女
混
合

の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
長
縄
跳
び
な
ど
の
学
年

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
は
、
二
つ
の
ボ
ー
ル
を
同
時
に
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
方
向
か
ら
飛
ん
で
く
る
ボ
ー
ル
を
、

一
生
懸
命
か
わ
し
な
が
ら
の
白
熱
し
た
試
合

と
な
り
ま
し
た
。
長
縄
跳
び
で
は
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
、
大
き
な
声
で
回
数
を
数
え
な
が

ら
、
失
敗
し
て
も
「
ド
ン
マ
イ
」「
も
う
一
回
」

と
前
向
き
な
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

●
振
り
返
り
作
文
よ
り
（
抜
粋
）

　

滑
っ
て
い
る
時
は
何
度
も
足
が
痛
く
な
り
、

辛
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み

ん
な
も
同
じ
思
い
を
し
て
頑
張
っ
て
い
る
の

だ
と
思
う
と
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
誰
一
人
と
し
て
途
中
で
諦
め
る
こ
と

な
く
全
員
で
ス
キ
ー
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
班
員
で
励
ま
し
合
っ
た
「
協
力
」
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
宿
泊
研
修
を
終
え
て

　

こ
の
宿
泊
研
修
で
は
、
カ
ナ
ダ
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
が
生
か
さ
れ
た
非
常
に
よ
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
基
に
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
と
し
、
よ

り
絆
の
深
い
集
団
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
森
を
歩
い
て
い
る
と
、
木
の
根
元
の

雪
が
茶
色
く
染
ま
っ
た
光
景
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
正
体
は
エ
ゾ
モ
モ
ン

ガ
の
排
泄
物
で
、
そ
の
木
を
見
上
げ
る
と
彼

ら
が
巣
と
し
て
利
用
し
て
い
る
キ
ツ
ツ
キ
の

古
巣
や
樹
洞
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　

エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
は
、
北
海
道
に
の
み
生
息

し
て
お
り
、
本
州
以
南
に
生
息
し
て
い
る
ニ

ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
と
は
別
種
で
す
。
夜
行
性
で
、

も
、
ヤ
チ
ダ
モ
に
開
い
た
キ
ツ
ツ
キ
の
古
巣

に
、
こ
の
冬
５
頭
の
モ
モ
ン
ガ
が
身
を
寄
せ

合
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
冬
を
共
に

過
ご
し
た
モ
モ
ン
ガ
た
ち
も
、
暖
か
く
な
る

と
新
天
地
を
求
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
路
に
つ

き
ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
村
田
秀
介
・
智
和
正
明
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

日
没
直
後
に
餌
を
探

し
に
出
か
け
、
日
の

出
前
に
は
巣
に
戻
っ

て
く
る
と
い
う
規
則

正
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

厳
冬
期
に
は
夜
間
の

活
動
量
が
著
し
く
低

下
し
、
日
中
の
暖
か

い
う
ち
に
餌
を
探
す

こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
寒
さ
を
し

の
ぐ
た
め
、
基
本
的

に
は
単
独
行
動
を
好

む
彼
ら
で
す
が
、
冬

の
間
だ
け
１
カ
所
に

集
ま
り
暖
を
と
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

北
海
道
演
習
林
内
で

冬のモモンガ

エゾモモンガ

14
Vol.

ス
キ
ー
実
習

　

糠
平
温
泉
ス
キ
ー
場
で
２
日
間
行
わ
れ
た

ス
キ
ー
実
習
は
、
五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導

の
下
、
上
級
者
・
経
験
者
は
ス
ピ
ー
ド
感
溢

れ
る
軽
快
な
滑
り
を
、
未
経
験
者
も
、
最
初

は
ス
キ
ー
を
履
い
て
歩
く
に
も
一
苦
労
で
し

た
が
、
２
日
目
に
は
全
員
が
リ
フ
ト
に
乗
っ

て
滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
実
習
を
通
し
て
新
し
い
こ
と
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
・
19
日
に
糠
平
温

泉
ス
キ
ー
場
と
ネ
イ
パ
ル
足
寄

で
１
年
生
宿
泊
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
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お知らせ

　「キレイマメ」ブ
ランドは、本別町が
発祥の「中生光黒大
豆」を原料とした加
工品のシリーズです。
黒豆ならではのポリ
フェノールなど多く
の栄養素を含み、あなたのキレイと健康を体
の中から応援します。
おすすめ商品
キレイマメ素焼黒豆（プレーン・しお）
素朴な味わいで、黒豆のおいしさを堪能でき
ます。ポリポリとそのままお酒やお茶のおと
もに最適です。
販売場所　豆屋とかち岡女堂本家
　　　　　道の駅「ステラ★ほんべつ」
詳　細　本別町役場企画振興課
　　　　　　　　　商工観光・元気まち担当
� ☎２２－８１２１

　銀河の森天文台では、２月からプラネタリ

ウム新番組「宇宙～その大きさを感じてみよ

う～」を上映中です。宇宙の大きさについて

学習してみませんか。

上映日　開館日の土曜日・日曜日・祝日

　　　　※閉館日は　毎週月曜日・火曜日

上映時間　１回目：午後３時

　　　　　２回目：午後５時

　　　　　３回目：午後８時

　　　　　※１回30分程度

入館料

昼間：大人３００円、小・中学生２００円

夜間：大人５００円、小・中学生３００円

※小学生未満　無料

詳　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

キレイマメブランドのお知らせ プラネタリウム新番組
「宇宙～その大きさを感じてみよう～」

本　別　町 陸　別　町

水質検査計画の閲覧について協会けんぽの保険料率が改定されます

固定資産（土地・家屋）の評価替えについて

　平成30年度の協会けんぽ保険料率が改定されます。平成30年３月分（５

月１日納付期限分）より、健康保険料率は10・25％（プラス０・03％）、

介護保険料は１・57％（マイナス０・08％）となりますので、ご理解く

ださい。

　協会けんぽ北海道支部では年度内に１回、加入者の皆さんの健診費用

の一部を補助しています。35歳～74歳の被保険者（本人）には、がん検

診を含めた充実した健診項目の「生活習慣病予防健診」を、40歳～74歳

の被扶養者（家族）には、メタボリックシンドロームに着目した「特定

健康診査」の２つの健診を用意しています。

　生活習慣病の予防と早期発見・早期治療のためにも、１年に一度は健

診を受けましょう。

詳　細� 協会けんぽ（全国健康保険協会）北海道支部

� ☎０１１－７２６－０３５２

　固定資産（土地・家屋）の評価額は、原則として３年に１度見直すこ

ととなっており、平成30年度は評価額を見直す評価替えの年度（基準年

度）です。

　評価替え後の価格については、土地・家屋価格など縦覧帳簿の縦覧（４

月２日から５月25日まで）および固定資産台帳の閲覧（４月２日から随

時可能）により確認することができます。

　縦覧および閲覧方法については４月くらしのカレンダーに掲載します

のでご参照ください。

詳　細� 役場住民課課税担当☎２５－２１４１内線２３５

　平成30年度水質検査計画を公表

しています。

　町では皆さんに安全でおいしい

水を飲んでいただくために定期的

に水質検査を行っています。水質

検査の項目、採水場所、頻度など

をまとめたものが水質検査計画です。

閲覧時間

　午前８時35分～午後５時５分

　※土日、祝祭日を除く

閲覧場所・詳細

� 役場建設課上下水道工務担当

� ☎２５－２１４１内線３５６

上下水道の使用についての
お知らせ

自動車税の住所変更を
お忘れなく

予備自衛官補募集 北海道警察官採用試験 

　次のようなときは、事前に役場

建設課上下水道室まで届け出くだ

さい。

・転入、転出、転居のとき

・１カ月以上、上下水道を使用し

ないとき

・上下水道の使用者が変わるとき

・上下水道の用途が変わるとき（家

事用から業務用への変更等）

・上下水道を再び使用するとき

・上下水道料金の請求先または納

入方法が変わるとき

・家を取り壊して上下水道を廃止

するとき

詳　細

� 役場建設課上下水道業務担当

� ☎２５－２１４１

� 内線３５４・３５５

　自動車税は、４月１日現在の登

録に基づいて課税される税金です。

下記の場合は運輸支局で登録手続

きを行ってください。

・住所が変わったとき

　（変更登録）

・自動車を売買したとき

　（移転登録）

・自動車を使用しなくなったとき

　（抹消登録）

　平成30年度の自動車税納税通知

書を確実にお届けするために、３

月中に手続きをお願いします。

詳　細

� 札幌道税事務所自動車税部

� ☎０１１－７４６－１１９７

受験資格

一般：18歳以上34歳未満の者

技能：国家免許資格等を有する者

受付期限　４月６日㈮
試 験 日　４月14日㈯
� ～18日㈬のいずれか１日

自衛隊帯広地方協力本部

ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　細� 自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８

受 付 期 限　４月23日㈪
一次試験日　５月20日㈰
北海道警察ホームページ

http://www.police.pref.hokkaido.
lg.jp/
※試験場所、受験資格などについ

ては、警察署または最寄りの交

　番・駐在所にお問い合わせくだ

さい。

詳　細� 本別警察署警務課警務係

� ☎２２－０１１０

平成30年度労働基準監督官採用試験

受験資格

・昭和63年４月２日から平成９年４月１日生まれの方

・平成９年４月２日以降生まれで次の条件を満たす方

　①大学を卒業または平成31年３月までに大学を卒業見込みの方

　②人事院が①と同等の資格があると認める方

受付期間　インターネット　３月30日㈮～４月11日㈬（受信有効）

一次試験　６月10日㈰
申し込み専用ホームページ　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
詳　細　北海道労働局総務部総務課

� ☎０１１－７０９－２３１１内線３５１１

　　　　帯広労働基準監督署� ☎０１５５－２２－８１００

募　　集
国家公務員採用試験

申し込み専用ホームページ� http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
※試験場所、受験資格などについては、お問い合わせください。

詳　　細� 人事院北海道事務局　☎０１１－２４１－１２４８

試験名 受　付　期　間 一次試験
総 合 職
（院卒者） 【インターネット】

� ３月30日㈮～４月９日㈪ ４月29日㈰
総 合 職
（大卒程度）

一 般 職
（大卒程度）

【インターネット】� ４月６日㈮～18日㈬ ６月17日㈰

一 般 職
（高卒者）

【インターネット】� ６月18日㈪～27日㈬
【郵送または持参】� ６月18日㈪～20日㈬ ９月２日㈰

町職員人事異動

２月28日付退職者

中井　晴美

（国民健康保険病院准看護師）
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☆２０１８年平昌オリンピックが

閉幕し、フィギュアスケートや

スピードスケートなど合計13個

のメダル獲得数は、冬季オリン

ピックでは史上最多数となりま

した。連日放送された日本人選

手たちの活躍に感動した方も多

かったのではないでしょうか。

☆しかしながら、勝ち取ったメダ

ル獲得の裏には、涙ぐましい努

力と数々の犠牲があったのだと

思います。

☆公立高校の入試も終わり、受験

生にとっては合格発表の日まで

落ち着かない日々が続くと思い

ますが、これまでの努力が実を

結び「合格メダル」を獲得でき

ることを心から願います！

尾野　心
みらい

彩ち
  ゃ
   ん

� （平成28年３月１日生まれ）

　４姉妹の末っ子でみんなに甘

やかされてブクブク育っていま

す。ぽぽちゃんが大好きで、い

つも髪の毛をつかんでつれまわ

して遊んでいます。

� 能広・由美子さ
んの子

� （西町９丁目）

　２月３日㈯に行われた「町民スケート大会」

でのスナップです。

 （⇒６ページ）　

ひとのうごき

２月末の住民基本台帳

人　口　　７，０４８　人　（－４)

　男　　　３，４２９　人　（－４)

　女　　　３，６１９　人　（±０)

世　帯　　３，５４０世帯（－３)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

千代　明
あき

歩
ほ

ち
  ゃ
   ん

� （平成28年３月４日生まれ）

　おままごとや赤ちゃんの世話

が好きで、兄と姉と遊ぶのも大

好き！すごくおしゃべりで女子

力高め。これからも元気に大き

く育ってね！

� 和茂・しおりさ
んの子

� （南７条４丁目）
中谷　瑛

てる
ち
  ゃ
   ん

� （平成28年３月８日生まれ）

　重機やトーマスが大好きで本

を見ては教えてくれます。お姉

ちゃんとよく相撲やおにごっこ

をして走り回っています。これ

からも元気で癒しの瑛でいてね！

� 貢・智恵さ
んの子

� （栄町）


